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Ⅳ 特記事項 

（大学独自の取組み、特色ある活動、事業等を自由に記述できます。記述の内容によって、

関連の基準項目において評価の対象となります。） 

１ 大学の将来計画について 

【事実の説明】 

（１）大学全体について 

・ 初年次教育の充実を図るため「初年次教育推進部会」を設置した。構成員は、学生 

支援センター、キャリアセンターおよび教務部の部長・センター長・課長等からなり、

教育職員と事務職員の協働により計画・立案を進めた。また、同時に全教育職員に対 

して初年次教育合同研修会を４回開催し、初年次教育の必要性、その教育内容および 

教育方法等を周知し、平成２１年度入学生より全学必修科目「大学基礎演習」を新た 

に開設した。 

・ 従来の教育職員組織では、各学科・専攻に所属している専任教育職員と学科に所属 

しない一般教養部的な「基礎・共通」に所属する教育職員の編成となっていたが、各 

学科の学生指導、教育内容および教育方法の検討（ＦＤ）を十分に行うため、すべて 

の教育職員を学科・専攻の所属にした。また、大学院の教育職員組織については、基 

礎となる人文社会学部人間福祉学科の専任教育職員の中から高度な研究教育を十分に 

積んだ者を学内審査を経て博士前期課程および博士後期課程の担当者とした。 

・ ＦＤ活動の実質化を図るため、学科・専攻の会議を定例的に実施できるように時間 

を確保し、時間割を再編成した。 

（２）奨学金制度の充実について 

 現行の学内奨学金制度に加え、平成２１年度より新たな奨学金や報奨金制度等を開 

設し、さらに内容、支給額ともさらに拡充する。 

（３）平成２０年度設置の学部・学科について 

・ 人文社会学部英語文化学科（学科の設置） 

入学定員１００名、入学者１３０名、入学定員超過率１.３０となった。 

・ 教育学部教育学科（学部の設置） 

入学定員１８０名、入学者２２０名、入学定員超過率１.２２となった。 

・ 経営学部経営学科（学部の設置） 

入学定員１６０名、入学者１３２名、入学定員超過率０.８２となった。 

（４）平成２０年度学生募集停止の学科・専攻について 

・ 人文社会学部仏教学科 

平成２０年４月入学生より学生募集を停止したことにより、平成２１年度には３年 

次、４年次の２学年となる。 

・ 人文社会学部言語文化学科英語英米文化専攻 

平成２０年４月入学生より学生募集を停止したことにより、平成２１年度には３年 

次、４年次の２学年となる。 

・ 人文社会学部言語文化学科アラビア語アラビア文化専攻 

平成２０年４月より専攻名称を中国語アジア文化専攻に名称変更するとともに、ア 
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ラビア語アラビア文化専攻の学生募集を停止したことにより、平成２１年度には３年 

次、４年次の２学年となる。 

・ 人文社会学部教育学科 

平成２０年４月より学生募集を停止したことにより、平成２１年度には３年次、４ 

年次の２学年となる。 

【自己評価】 

（１）平成２０年度設置の学部・学科について 

一部教育課程に変更があったが、設置時の計画を遵守する。 

（２）平成２０年度学生募集停止の学科・専攻について 

在学生全員が卒業するまで学科・専攻の教育研究・学生指導を十分に続ける。 

【改善・向上方策】 

（１）初年次教育の充実を図るために開設した全学必修科目「大学基礎演習」について、 

  ＰＤＣＡサイクル化できるように検証・改善を続けるとともに学士課程教育の構築に 

  繋げる。 

（２）学士課程教育の構築に向けて、初年次教育推進部会を発展的解消し教育改革本部を 

  平成２１年４月に設置した。取組み内容はアドミッションポリシー、カリキュラムポ 

  リシー、ディプロマポリシーを確立させるとともに高大連携、初年次教育、共通教養 

  教育、専門基礎教育、キャリア教育、宗教教育等の中期計画を検討し策定するもので 

  ある。 

（３）入学定員の超過や入学定員が充足できなかった学部・学科・専攻について、改善策 

  を検討する。 

 

２ 大学独自の取組み、特色ある活動について 

（１）平成２１年度に文部科学省「大学教育・学生支援推進事業」における大学教育推進 

  プログラム（大学における教育の質保証の取組の高度化）に教育学部の取組みとして 

申請した。 

   また、学生支援推進プログラム（就職支援の強化など総合的な学生支援）に大学全 

体の取組みとして申請した。 

（２）独立行政法人科学技術振興機構による理数系教員指導力向上研修事業（希望型）の 

  募集に対し、「植物のしくみを調べる」と「算数における教具とそれの利用」の両研修

  の申請を行った。選定の結果、両取組みとも採択され、８月に実施する予定である。 

（３）現在実質的な活動が休止状態にある同窓会組織の活動を再開し活性化させる。同窓 

  会として大学の発展や社会貢献に寄与できるよう、現在の同窓会を見直し、新たに立 

  ち上げる。 

 

 




